上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　第３６号　２００4年１月
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 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)・発行
（第1面）
ゆっくり、やわらかく、ていねいに

　16年度予算、イラク派兵、政治に誤りありませんか。

　7町合併協議はいよいよヤマ場に、地域の将来設計を
　確かなものに、みなさんで協働作業しませんか。

12月議会のポイント

臨時議会が12月1日に開かれ、5年連続、過去最大の給与引き下げ条例が
審議されました。定例議会は、9日から18日まで10日間の会期で開かれ、
15年度一般会計補正予算（第5回）などを審議、原案通り可決されました。
私は、16年度予算編成、子育て支援などの一般質問をしました。(２〜3面掲載)
合併問題調査特別委員会を19日に開催、合併協議についての報告をしました。
☆一般職の給与、5年連続・2.6%減と過去最大の引き下げ
◆一般職・特別職（議員を含む）の給与引き下げ条例が提案されました。
　国家公務員給与引き下げの人事院勧告に沿ったもので、課長級で年額
　21万4千円の減額になります。扶養手当や住宅手当も改定されました。

　◆特別職についても12月期末手当で0.2ヶ月分引き下げられました。
　　この結果、議員の15年給与総額は、約465万円になる見込みです。

　◆一般職の給与引き下げには、私は「住民要求に応える新たな人事制度の
　　導入とともに、給与の体系化を行うべきだ」との理由で、反対しました。

☆“一貫性がない”16年度予算編成、すでに始まる
　◆16年度の歳入は、地方交付税、町税、補助金の大幅な減額が確実です。

　　財政担当から「歳出の3割削減を目標に各部門での予算作業を行うように」
　　との、これまでにない厳しい要請がありました。

◆その一方で、16年度予定事業としてシルバーふれあい旅行（事業費
　1,170万円）と国際交流事業（中学生豪州派遣、同1,000万円）が、
　一般会計補正予算に計上され、総務委員会で質疑をしました。(4面掲載)
◆首尾一貫しないやり方で、16年度予算をどう組もうというのでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　呼びかけ：１6年度、船が沈まない町予算編成を！

（第２面）
一般質問しました

　「既得権を持った人たちは、沈みかけたタイタニック号の中で、
いまだに一等船室の奪い合いをしている」。朝日新聞12月18日社説
「予算編成、このままでは船が沈む」の結び、まったく同感です。

　私の一般質問は、予算編成、職員制度、子育て支援の３つですが、
共通するキーワード（重要なことば）は「行政と住民の関係をどう　　　　（堀 内）
作り変えて行くのか」です。
(1)16年度一般会計予算をどう編成するのか

 ☆歳入が大幅に減るのに、歳出は減らないが…
　Ｑ16年度予算編成にあたって、上牧町を取り巻く状況は、どうか。　　（堀 内）
　Ａ歳入では、地方交付税は大幅に削減(＊)される。その代わり臨時財政特例債
　　（財源不足穴埋めの借金）が増額される。補助金はいまのところ分からない。
　　町民税は15年度に比べ3%程度減少する予想（町税全体で18.6億円）である。
　　歳出では、公債費が減額(21億円前後、予算総額の30%相当)、人件費は15年度
　　当初より減額（18億円余り）になる。扶助費は増える。　　　　（総務部長）
　　＊16年度地方財政計画は、総額84.7兆円、15年度比1.5兆円・1.8%減額、
　　　うち地方交付税は、同1.2兆円・6.5%減額となる。
　Ｑ義務的な経費（公債費、人件費、扶助費など）だけで45億円前後が見込まれ、
　　大幅な歳入不足が予測される。その中での予算編成の基本方針は何か。
　Ａ事業の見直しを行い、財源の確保に努める。パークタウン上牧の継続事業や
　　斎場の建設事業もあるので、各部の協力をお願いしたい。　　　（総務部長）
 ☆住民に、財政の厳しい実態が伝えられているのか？
　Ｑ私は、14年度決算を踏まえ「町財政への7つの緊急提言」を出した。
　　その中で「上牧町財政非常事態宣言を出すこと」を求めたが…
　Ａ財政の実態については、広報等で公表している。　　　　　　　（総務部長）
　Ｑ広報では何も分からない。いま必要なことは、行政サービスの見直しと
　　厳しい選択、行政と住民が協働して、もっと住みよい町に変えることだが…
　Ａ優先順位については、自治会からかなりの要望を受けているので、それを
　　基本に事業決定をして行きたい。　　　　　　　　　　　　　　（総務部長）

☞ 堀内英樹、町財政への７つの緊急提言 ☜

　　　　①上牧町は「財政非常事態宣言」を出せ！

　　　　②７町合併協議とは、次元が違うと割り切れ！

　　　　③早急に、事務・事業の徹底的な見直しを行え！
　　　　④住民や各種団体に、厳しい財政の実態を説明せよ！
　　　　⑤住民意見によって、事務・事業に優先順位をつけよ！
　　　　⑥急がない事業は、とりあえず先送り・中止せよ！
　　　　⑦予算編成は、最小必要な範囲と維持可能な方針で臨め！

（第3面）
(2)上牧町職員の制度、改革してはどうか
 ☆住民代表を加え、人事・組織のあり方検討委員会設置を提案
　Ｑこれからの行政課題は“住民福祉の向上”と“活力ある地域づくり”である。
　　これを実現させるための人事評価や給与制度を導入すべきである。　（堀 内）
　Ａ適材適所の配置も大事だし、どの部署においても仕事ができるように教育
　　されてきた。そのために人事異動もある。こんごは、指摘の点も考えながら
　　進めて行きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画創生部長）
　Ｑ総務省前交付税課長の岡本全勝氏は、新著「新地方自治入門—行政の現在と
　　未来」のなかで、「地方自治は、モノとサービスの時代から、関係と参加への
　　時代へ変化しようとしている」と述べている。上牧町に置き換えたら、「住民
　　に何を与えるか」から「住民とともにどんな地域をつくるか」である。
　　住民代表を加え、人事・組織のあり方検討委員会の設置を提案するが…
　Ａ能力開発については、今年度から自主研修支援補助要項を定め、経費の一部
　　を補助している。人事・組織のあり方検討委員会のことは、今回初めて
　　伺ったので、お聞きしておく。　　　　　　　　　　　　　（企画創生部長）

(3)子育て支援、町あげての取り組みを

 ☆利用者の立場に立った“情報提供”や一元的な“相談窓口設置”を
　Ｑ「次世代育成支援対策推進法」と「児童福祉法一部改正」が成立し、「市町村
　　行動計画」を作ることが義務付けられたが、どう取り組むのか。　　（堀 内）
　Ａ16年度から、次世代支援対策地域協議会を立ち上げ、「上牧町行動計画」を
　　策定して行く。アンケートで要望を聞き、12月までに行動計画素案を公表、
　　住民意見を聞いたうえで策定して行く。　　　　　　　　　（住民福祉部長）
　Ｑ上牧町で行われている子育て支援の現場を4カ所見学した。事業によって
　　担当部署がそれぞれ違う。参加した母親から「一目で分かるメニューが
　　欲しい」との声。いま町が行っている“与える子育て”から住民が“自ら
　　取り組む子育て”へ転換が必要である。相談窓口の設置が欠かせないが…
　Ａ福祉関係専門の相談窓口は、上牧町の規模では難しい。ガイドブックに
　　ついては、配布できるように考えて行きたい。　　　　　　（住民福祉部長）
　　　　　　　　　　　　　　子育て支援自主運営グループなどからの要望を
　　　　　　　　　　　　　　一般質問のなかで取り上げ、町に伝えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　・活動拠点としての会場の確保や町施設の提供
　　　　　　　　　　　　　　　　・コピー機の使用や町バス利用などの活動支援
　　　　　　　　　　　　　　　　・就学児童の遊び場設置（プレイルームのような）
　　　　　　　　　　　　　　　　・予防接種や検診時などの巡回バスの増便
　　　　　　　　　　　　　　　　・町立幼稚園の分園や３歳児保育の増員
　　　　　　　　　　　　　　　　・文化教室の託児や一時預かりの事業化

　　　　　　　　　　　　　　　　・乳幼児医療費免除の延長（6歳ごろまで）や
　　　　　　　　　　　　　　　　　窓口支払い手続きの改善など、ほかに多数

　呼びかけ：モノとサービスの時代から、関係と参加の時代へ！
（第4面）
総務委員会の質疑から
これまでにない財源不足で、来年予算編成が始まりました。
12月定例会の一般会計補正予算に、16年度予定事業として
シルバーふれあい旅行と国際交流の債務負担行為（3月議会で
予算が決まる前に事業に着手すること）が、計上されました。

☆２事業を“聖域”扱いして、公平な予算が組めるのか？
　Ｑ16年度予算編成は、未曾有の財源不足で歳出3割削減の指示があった。
　　それでもなお、虎の子の基金を取り崩してまで、2事業を聖域扱いで計上
　　したのはどういうことか。来年度予算の全体枠が固まるまで、なぜ待て
　　ないのか。（一般会計基金総額は、わずかに1億2,060万円のみ）（堀 内）
　Ａ2事業は、いずれも町長の公約である。債務負担行為の計上は、業者発注を
　　3月までに行う都合からどうしても必要である。　　（総務部長、担当課長）
☆分担金（参加費、個人負担金）は、条例で定めなければならない
　Ｑシルバーふれあい旅行の参加費、国際交流の個人負担金は、いずれも地方
　　自治法でいう分担金（第224条）であり、条例で定めなければならない。
　　これでは地方自治法違反の状態で事業を強行することになるが、どうか。
　Ａ条例で定めなめればならないかどうかを検討し、議会に報告する。（助 役）
葛城台に投票所移設、投票率が大幅アップ
　11月9日に、知事・衆議員などの選挙が行われました。今回から第6投票
区の五軒屋・葛城台の投票所が、五軒屋公民館から葛城台コミュニティー
センターに移設されました。人口が急増した葛城台ポスター掲示場も2カ所
から5カ所に増設されました。その結果、投票率が4月の町議会選挙に比べ
1.6倍増（40.5%→66.2%）と、大幅に上昇しました。
　このことについては、堀内英樹が6月議会の一般質問で「葛城台から五軒屋

投票所まで、徒歩最大で17分かかる」ことを指摘し、改善を求めたものです。
町長も理解され、五軒屋大字の協力と選挙管理委員会の努力によって
実現しました。関係者に心からの感謝を申し上げます。


	　　ホームページを公開しています

　　「市民のこえ」の電子版、みんなの広場として構成。
　　「市町村合併特集コーナー」を設け、さらに拡充中。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　 話    0745-32-0022
　　  ファックス    0745-33-2258　　議会議員　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ほり),堀)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(うち),内)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ひで),英)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(き),樹)
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　)　　　上牧町桜ヶ丘１-18-１


古紙100%の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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